令和２年９月２日

経営幹部各位

　　公益社団法人　京都工業会
技術・教育委員会

＜グローバル経営時代のモノづくり企業の方向性＞
グローバルＱ・Ｃ・Ｄ研究会 開催のご案内

　　グローバル経営時代の今日、海外拠点を巻き込んだ経営戦略の展開が、各社の大きな経営課題になっております。
　　そこで、この度、本会ではこれからの課題に対応すべく、いち早くグローバル経営における人材育成面等で成果をあげてこられた企業の取り組み事例に学ぶことを目的に、「グローバルＱ・Ｃ・Ｄ（Quallity・Cost・Delivery）研究会」を下記により開催いたします。
　　意欲ある経営幹部のご参加をお勧め申しあげます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
記

　　  とき：令和２年１０月１６日（金）、１１月１３日（金）（２会合）

　　　ところ：京都工業会・会議室（ＺＯＯＭでの参加も可）＜14：00～16：30＞

　　　対象：経営者、役員及び各部門の管理職クラス

　　　会合形態：講演と質疑懇談

　　　参加費：会員企業   １０,０００円（消費税を含む）/人 
会員外企業 １６,０００円（消費税を含む）/人

　　　申込方法：添付申込用紙に必要事項をご記入のうえ、来る10月9日（金）までにＦＡ　
　　　Ｘ（075－353－0065）願います
本会ＨＰ（https://www.kyokogyo.or.jp/seminar_detail.php?id=128）からもお申込みいただけます。

　【事務局】公益社団法人 京都工業会　業務課長　宮田哲也
〒600－8009　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78（京都経済センター６F）
	　　　  （ＴＥＬ）０７５－３５３－００６１ （ＦＡＸ）０７５－３５３－００６５



＜プログラム＞
	開催日
	テーマ・ゲスト・内容等

	




10月16日（金）
14：00～16：30



	■講演①「革新的ものづくりを追求するものづくりセンターの取り組み」
　アイシン・エイ・ダブリュ株式会社 工機部次長　橋本邦之氏

＜ご紹介＞
　　1984年、アイシン・ワーナー㈱（現アイシン・エイ・ダブリュ㈱）入社。
　　工機部一筋35年、高精度な部品を製作・組立するための内製設備製作・調
　整の経験を重ね技術・技能を身に付けた。器械の構想・製作・調整の一連の作
業ができる第一人者として、海外拠点の組立工程（全34工程）では、自らリ
ーダーとなって「からくり組立器械」を開発、導入した。結果、女性でも簡単
に作業が出来るシンプル・スリムなラインができ、その証として、ものづくり
日本大賞 経済産業大臣賞を受賞、特許も数多く取得している。
　人材育成面では、国内外の企業にて技能伝承に務める傍ら、日本プラントメ
ンテナンス協会「からくり改善技能研究会」の主査としても活躍中。
　2019年、現代の名工受賞。

	



11月13日
（金）
14：00～16：30
　
	■講演②「冷間鍛造技術を中核にしたグローバルニッチトップ戦略」
株式会社　ヤマナカゴーキン 社長　山中雅仁氏

＜ご紹介＞
米国オハイオ州立大学修士課程修了後、1994年に㈱ヤマナカゴーキンに入社。技術畑を中心に従事し、下請け型から提案型企業への変革を推進。海外のベンチャー企業と連携し加工点の見える化を推し進め、ＣＡＥソフト販売では国内７割以上のシェアを持つ。自動車業界大変革の中、社長就任１０年が経ち、人材育成にもさらに力を入れ、また、海外人脈を活用し、次の１０年の成長戦略を進めている。昨年までの４年間、アジア人初の国際冷間鍛造グループの会長や現在も日本金型工業会の副会長や東大阪市教育委員などを務める。


――――――――――――――――――――――――――――――――――――――✂
グローバルＱ・Ｃ・Ｄ研究会 参加申込書 〆：１０月９日
社名	　TEL	　FAX　　　　　　　　　　　
所在地（〒	）	
申込担当者（所属・役職）	（氏名）	
※参加形式について会場参加(会)・ＺＯＯＭ会議での参加(Ｚ)の別を○印でご回示願います。
	NO
	参加形式
	所属・役職名
	氏　　　名
	E-mailアドレス

	１
	会・Ｚ
	
	
	

	２
	会・Ｚ
	
	
	



（公社）京都工業会ＦＡＸ ０７５－３５３－００６５
（＊記載されたデータは、当事業の事務連絡のみに活用させていただきます。）
